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はじめに 

 本研究の主題である「五社山おろし」は、冬季に福島

県広野町に吹き下す強風として町民に知られている。し

かし、文献や web サイト、先行研究などによる記載がな

い未知の強風であり、そのような風の特殊性の検証と実

態の定義が本研究の目的である。 

 

研究等の方法 

 本研究では、地形が風の吹き方や強さに変化をもたら

す可能性に注目し、福島県浜通り地域内の他地点との比

較検証と、広野町内における実地移動観測を行った。 

 比較検証では、1976 年から 2022 年までの、広野と他

の浜通り 3 地点（相馬・浪江・小名浜）の AMeDAS の冬季

（10 月-3 月）気象データを基に、当期間の日最大風速

7m/s以上の日数と、当該風の 16風向の割合を調査した。 

 実地移動観測では、広野町内に 6 地点を選定し、計 6

回移動観測を行った。風速計を手に持ち地表約 1.8m に

掲げ、各地点 10 秒間隔で 3 分間、計 18 回風速を測り、

平均値と風向、最大瞬間風速を算出した。観測には、P6-

8232 風向風速計を用いた。また、算出された風速を広野

アメダスで計測された値と近似させ、比較検証と同じ条

件でデータを取るため、地表面粗度区分による風速補正

の式を用いて当アメダス風速計の高度 10.0m の風速に補

正した。 

 

結果・考察等 

比較検証のデータから、広野では西北西が 6 割強を占

め、風向に偏りがあると同様に、ほかの 3 地点でも西寄

りの風の割合が非常に高いことが読み取れた。このこと

から、広野町でも冬季の風の吹くメカニズムは他の浜通

りの地域と変わらないが、微妙な風向の違いが認められ

たことは、観測地点に対する斜面の向きなど地形の違い

が影響しているのではないかと考察した。 

 この考察を基に行った実地移動観測で得られたデータ

を、以下の式を基に高度 10.0m の風速に補正した。 

VZG(V)/VZh1 = (ZG(V)/Zh1)^α(V) （１） 

VZG(V)：補正後の高さの風速 

VZh1：実測した高さの風速 

ZG(V)：補正後の高さ 

Zh1：実測した高さ 

α(V)：地表面粗度区分に応じたべき指数 

 

表１ 観測結果(補正後) 

 

 

 

 

表 1 から、4 地点で風向に比較的偏りが見られる。ま

た、瞬間的にでも 15m/s 以上の強風が吹いた日を各地点

見ると、北迫川上流の北の内前では真西、下流の西町で

は西北西～北西の風が多く見られた。同様に浅見川上流

の南山では若干北寄りの西北西～北、下流の下浅見川で

はかなり西南西寄りの西北西～西南西の風が多く見られ

た。更に折木川下流の折木田中では西北西の風が多く見

られた。 

 川が上流から下流に流れる向きと、川沿いの観測地点

で観測された強風の風向きが一致したことから、五社山

含めた山地を吹き下す風は、北迫川、浅見川、折木川に

沿って吹走すると考察した。 

また、折返では川が付近にないが真西寄りの風が比較

的多い。これは、特に浅見川で渓谷を抜けて開ける場所

で発生する「ギャップ風」が発生しているからではない

かと考察した。南山では若干北寄りの風すなわち浅見川

に沿って吹くが、だんだん土地が開けていくにつれて強

風が拡散する可能性がある。 

 

おわりに 

「五社山おろし」の実態の定義づけ、特殊性の検証を目

的とするにあたって、現時点ではまだ考察の段階に過ぎ

ないが、基本的に「五社山おろし」と言われる風は河川

に沿って谷から海に向かって吹き下していると考える。

予算が足りず今回は定点観測が出来なかったため、今後

は更に地点数を増やし、定点観測を行いより実態に迫る

研究をしていきたい。 
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南山 北の内前 西町

2024/1/15 8.3 北 15.4 6.6 西 14.2 4.4 西 8.9

2024/1/16 0.8 北 6.4 0.7 西 3.9 2.0 西 5.7

2024/1/24 0.7 北 4.8 2.1 西南西 7.5 3.2 西南西 7.1

2024/1/25 8.5 西北西 20.8 8.9 西 19.0 8.1 西北西 16.6

2024/2/27 5.4 北 18.4 6.4 西 17.7 9.7 北西 18.9

2024/3/9 7.2 北西 15.5 9.6 西 17.7 4.4 西 9.6

平均風速 最多風向 最大瞬間風速

折返 折木田中 下浅見川

4.3 西 10.3 5.1 西 9.1 5.8 西 8.8

0.4 西 2.3 0.1 西北西 1.2 2.4 西南西 4.9

1.3 西南西 4.3 3.2 西南西 6.9 6.2 西南西 8.0

7.8 西 16.7 11.9 西北西 21.4 15.5 西南西 27.4

2.8 北 9.1 3.3 西 10.6 7.5 西北西 13.9

7.2 西 11.9 7.1 西北西 14.1 14.2 西南西 21.1
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